
1.セ ン タ ー 活 動

1-1社 会連携セ ンター活動報告

社会連携センター長 近村 淳

所員 片岡 隆之

1.平 成27年 度活動報告

社会連携 セ ンター では,産 学官連携 のワンス トップ窓 口 として共 同研 究や技術相談 の受付

を行 うとともに,工 学部 の研 究機 能の強化支援 な どを行 ってい る.当 工学部の リエ ゾン活動

の特長 は,地 域の産業界等 との連 携組織 「近畿 大学工学部産学官連携推進 協力会」 を有 して

い る ことであ る.こ の協力会 では,共 同研究や受託研 究の受付 のほか,毎 年,工 学部教員 の

シー ズ紹介 を 中心 とした研究公 開 フォー ラム,技 術発 表会,産 学官交 流会,リ カ レン ト講座

の開催,ニ ュース レター の発行 な どを行 っている.現 在,新 た な価値 を創 造す るイ ノベ ー シ

ョンが求め られてい るが,こ のため には多様性 と連携 の場が重要 であ り,こ の場 を通 して競

争 と協調 の もとに,シ ナ ジー効果 が発揮 され る と考え る.こ れ らの連携 の場 を提供 しなが ら,

地域密着型 の様 々 な出会 い と連携 に よ り「地域 に役 立つ技術 開発」の拠 点化 を 目指 している.

具体 的な,当 セ ンター の活 動方針 及び平成27年 度の活動 内容 は,以 下の とお りであ る.

(1)社 会連携センターの活動方針

① 産学官連携のワンス トップ窓ロ

○ 技術相談の受付,学 内外へのつなぎ

○ 工学部教員の研究シーズの発信(研 究公開フォーラム,「研究内容紹介」の作成配付等)

○ 各種展示会出展への協力(ニ ーズとシーズのマ ッチングに関すること)

O産 業振興団体,国 ・自治体,他 大学,企 業等 との連携 ・協力関係づ くり

○ 包括的研究協力協定等の推進

○ 大学発ベンチャーに向けたインキュベーション機能

② 近畿大学工学部産学官連携推進協力会事業の支援

○ 総会 ・技術講演会の開催

○ 研究公開フォーラムの開催

Oリ カレン ト教育の企画

0ニ ュースレターの発行

③ 研究機能の強化支援

03Dプ リンタ拠点整備 によるオープンプラッ トフォーム構築のための人材育成支援

○ 地域連携プロジェク トへの参画

○ 有望シーズの把握 ・研究室訪問及び研究会活動への参画の推進

O大 型外部資金の獲得に向けた申請支援
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④ 知財管理 ・運営

○ 技術評価委員会の運営

○ 発明特許の管理,技 術移転の推進

○ 特許マイン ドの醸成

(2)平 成27年 度工学部 における リエ ゾン活動

① 近 畿大 学工学部産学 官連携 推進協力会事業 の支 援

○ 平成27年 度 役員会 ・総会 ・技術発表会 ・技術 交流会の開催

日 時:平 成27年6.月18日(木)15:00～19:30

場 所:ホ テルセ ンチ ュ リー21広 島(広 島市南 区的場町1・1・25)

プ ログラム:

15:00～15:45役 員 会

16:00～16:30総 会

1)平 成26年 度 事業報告

2)平 成26年 度収 支決算報告 ・会 計監査報告

3)平 成27年 度役員 等 につい て

4)平 成27年 度事 業計画(案)

5)平 成27年 度収 支予算(案)

6)そ の他

16:40～18:00技 術発 表会

1)「安全 ・安心 なお米 の生産 ・流通 を支援 す る分析サー ビス と

最新DNA検 査 装置の ご紹介」

株式会社 サ タケ 技術本部 食 味研 究室 室長 藤 田 明子 氏

主任研 究員 前原 峰雄 氏

2)「 柑橘の機能性成分 の応 用(果 汁残渣 の有効利用)」

有 限会社 峰和 代表取締役 峰松 和作 氏

3)「 カー ボン系複合材 料 と金属 の接合技術 」

近畿大学 次世代基盤技術研 究所 池庄司 敏孝 准 教授

18:10～19:30技 術 交流会

産学官 の方 々の交流 な らび に異業種 交流 ・情報交換 を含 めての懇親 会

参加者:134名

平暉27年暗;〒
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○ 近畿大 学工学部研 究公 開フォー ラム2015の 開催

近 畿大学 工学部で は,地 域産業 のイ ノベー シ ョン創 出に必 要 な産 学官の顔 の見 え る

人 的ネ ッ トワー クをつ くるた め,平 成13年 度 か ら広 く地域 の産業界,行 政,産 業支援

機 関の方々 に工学部研 究者 の研 究 シー ズを公 開 してお り,研 究公 開フォー ラムは第15

回 目の開催 となった.

日 時:平 成27年10.月26日(月)13:00～19:00

場 所:ホ テル メル パル ク広 島(広 島市 中区基町6-36)

主 催:近 畿大学 工学部,近 畿大学次世代 基盤 技術研 究所,近 畿大学大学 院シス

テ ム工学研 究科,近 畿大学 工学部 産学官連携推進協 力会

後 援:中 国経済産 業局,広 島県,広 島市,東 広 島市,呉 市,福 山市,中 国経済

連合会,広 島商工会議所,東 広 島商 工会議所,呉 商工会議所,福 山商工

会議所,国 立研 究開発法人 産 業技術総合研究所 中国セ ンター,(公 財)ち

ゅ うごく産 業創 造セ ンター,(一 社)中 国地域 ニュー ビジネス協議会,(公

財)ひ ろ しま産業振興機構,(公 財)広 島市産業振 興セ ンター,(公 財)く れ

産業振興 セ ンター

入場 料:無 料

プ ログラム:

13:00～13:10主 催者挨 拶(工 学部長 ・産 学官連携推進協力 会副会長)

13:10～13:20来 賓挨拶(中 国経済産 業局長)

13:20～14:20特 別講 演 「青色発光 ダイオー ドの開発 ・実用化 とノーベル賞 」

国 立研 究 開発 法人 科 学 技術 振 興機 構 研 究 プ ロ ジェ ク ト推 進 部

上席主任調査員

14:30～15:50研 究発表

1)「お酒に含まれる有効成分」

化学生命工学科 山田 康枝 教授

2)「制御 とメカ トロ技術の産業応用を目指 して」

ロボティクス学科 田上 将治 助教

3)「ガラス制震壁の実用化に関する研究」

建築学科 寺井 雅和 准教授

4)「 ドイツ在外研究 レポー ト

石田 秋生 氏

～現地大学の実学教育システム及び産学連携の実態 と研究事例報告～」

情報 学科 片 岡 隆 之 准教授

15:50～17:20ポ ス ターセ ッシ ョン

17:30～19:00交 流 会(会 費制)

参加者:196名
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○ リカ レン ト講座 の開催 ～学 び直 したい技術者等 のための基礎講座 シ リーズ～

「デー タ分析 の基礎 」 ～ 初心者 の学ぶ統計 ～

【趣 旨】今や 「モ ノづ くり」は,ユ._ザ ー の求 めてい るモ ノを求 めてい る品質 で製 造

す る時代.「 人 が使 いやす くな る」,「五感 と適応す る」,こ うした こ とを数値

化 し製 品に活 か してい くことが,セ ンサ な どICT手 法 で収 集 した ビックデー

タを分析 して活用 してい くことで可能 にな ってきた.さ らに,こ うした分析

は,経 営管理や マー ケテ ィングの担 当者 のみ な らず,技 術者 に とって も海 外

工場 を含 めた生産 現場 の改善 ・品質 の安定 ・工場 の立 ち上 げに有効 と考 え ら

れ る.本 講座 では,こ れ までデー タ分析 を扱 う経験 が少 なかった技術者 や こ

れ か ら経営管理 に携 わ られ る方,デ ー タ分析 に興 味 を持 たれ てい る方 を対象

に,統 計解析 の仕 組み を理解 し,そ の基礎 力 を養 うこ とに 目標 を置 いて,初

歩的 な ことか ら分か り易 く解説 す る.

日 時:平 成27年9.月26日(土),10月3日(土),10日(土)各10:00～15:00

場 所:次 世代基盤 技術研 究所2階 会議室

主 催:近 畿大学 工学部 産学官連携推進協 力会,東 広 島市産 学金官連携推進協議会

対象者:企 業 の技術者 お よび経営管理部 門の初級者,デ ータ分析 や統計 に関心のあ

る方

受講料:5,000円(講 義用 テキス ト代 ほか)

講 師:近 畿大学 工学部 情報学科 教授

近畿大学次世 代基盤 技術研究所 サー ビス工学研究セ ンター長 谷a隆 士

受講者:19名

内 容:

第1回

第2回

第3回

日 程

9.月26日(± 二)10:00～15:00

10月3日(土)10:00～15:00

10月10日(土)10:00～15:00

内 容

統計学とは?
一部をもとに全体を見抜く統計的推定

多変量解析について

講師

谷崎
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○ 講演会 開催 「第1回 次世代 ものづ く り技術セ ミナ ー」

次世代 ものづ く り革新 ～最新 の金属3Dプ リンタの現状 と活用事例 ～

日 時:平 成27年7,月31日(金)13:30～17:00

場 所:近 畿大学 工学部 マルチ メデ ィア講義室

主 催:近 畿大学 工学部,近 畿大学次世代 基盤 技術研究所

共 催:呉 工業高等 専門学校,広 島大 学,広 島県立総合技術研 究所,

近畿大学 工学部産学官連携推進協 力会

後 援:中 国経済 産業局,東 広 島市,国 立研 究開発法 人 産業 技術総合研 究所 中国

セ ンター,(公 財)ひ ろ しま産 業振 興機 構,(公 財)く れ産業振興セ ンター

参加 費:無 料

プ ログラム:

13:30～13:40主 催者挨 拶(工 学部長)

1340^-1350

「次世代 ものづ く り技術セ ミナー の趣 旨説 明」

近畿大学 工学部 ロボテ ィクス学科

近畿大学次世代基盤技術研究所3D造 形技術研究センター長 京極 秀樹 教授

13:50～14:35講 演①

「EOS社 ハイエ ン ド3Dプ リンタの特 徴 と活用事例 」

株式会社NTTデ ー タエ ンジニア リングシステムズ

営業本部AMビ ジネ スユ ニ ッ ト長 橋爪 康晃 氏

14:35～15:20講 演②

「SLM社 金属3Dプ リンター とLPW社 パ ウダーの特徴 と活用事例 」

愛知産業株式会社 専務取締役 金 安 力 氏

15:30～16:15講 演③

「金属3Dプ リンタの造形 ソフ トウエア につ いて」

マテ リアライ ズジ ャパ ン株式会社

SoftwareforAdditiveManufacturingグ ル ー プ

装 置開発 コンサル タ ン ト 小林 毅 氏

16:15～16:25研 究会設 立 に向けて(ア ンケー ト実施)

16:35～17:00希 望者 に よるSLMSolutions280HL装 置の見学会

参加者:115名
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○ ニ ュー ス レターの発刊

平成27年6.月 にVol.13No.1(近 畿 大学次世代基盤技術研 究所 副所長 栗 田 耕

一 挨拶
,入 会企 業紹介,工 学部新任 教員研究紹介 ほか),平 成28年1.月 にVol.13

No2(研 究公 開 フォー ラム2015報 告,入 会企 業紹介 ほか)を 発行

② 包括協 定 に基づ く活動

○ 広 島銀行 寄附講座 「起業 と経営 」(技 術経営(MOT)特 修 プ ログ ラム)

日 程:平 成27年11A4日(水)～25日(水)の4回

題 目:起 業 と資金調達,販 路 開拓,エ レク トロニクス創 業者列伝,株 式公 開

内 容:広 島銀 行 による起業 に必要な基礎知識等 に関す る講義

担 当:情 報 学科 片 岡 隆之 准 教授

(イ ンキ ュベー ト支援:近 村 淳 社会連携セ ンター長)

そ の他:広 島銀行職 員 による講義 のほか,受 講学生 による ビジネスプ ラン策定 並び

に発表会 を開催 策 定 した ビジネ スプ ランは任意 でひ ろ しまベ ンチ ャー助成金,キ

ャンパ スベ ンチ ャー グランプ リ中国へ応募

・ひ ろ しまベ ンチャー助成金受賞(ひ ろ しまヤ ングベ ンチ ャー賞(科 学 ・技術分 野)

金賞:ロ ボテ ィクス学科 佐藤 君)

・キャンパ スベ ンチ ャー グランプ リ中国受賞

(特別 賞 中国経済産業局長 賞:ロ ボテ ィクス学科 佐 藤君)

詳 しくは,こ ち らをご覧 下 さい.

htt:11www.hiro.kindai.ac.'1news114532631153681.html

○ もみ じ銀行寄附講座 「組織活動 と情報システム」(情報学科専門科 目)

日 程:平 成27年9,月29日(火)の1回

題 目:地 域金融機関の経営環境 ・地域貢献活動

内 容:も み じ銀行による金融システムの基礎知識等に関する講義

担 当:情 報学科 田中 一基 教授,片 岡 隆之 准教授

その他:設 定 されたテーマに関して受講学生によるグループディスカッション並び

にプ レゼンテーションを実施

○ マツダ㈱寄附講座 「自動 車工学」(機 械 工学 科専門科 目)

日 程:平 成27年10.月21日(水)～ 平成28年1.月20日(水)の5回

題 目:材 料 ・加 工技術 の実 際,熱 力 学,機 械力学,制 御 ・信 号処理,近 未来 の 自

動 車技 術

内 容:マ ツダ㈱ による 自動 車工学等 に関す る講義

担 当:機 械 工学科 西村 公伸 教授

その他:マ ツダ㈱技術研 究所員 による次世代 の 自動車技術 を含 めた実践的 な講義

○ マツダ㈱との包括的研究協力協定に基づ く研究協力推進委員会の開催

日 時:平 成27年7月17日(金)
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議 題:1)2015年 度 体制 の確認

2)2014年 度 活動 の振 返 り

3)2015年 度 の取組 み(案)

※今 年度 は書 面で各委員 が確認 を行 った.

○ マツダ㈱との包括的研究協力協定に基づ く受託研究受入

平成27年 度6件

○ ㈱サタケとの包括的共同研究契約に基づ く寄附研究受入

平成27年 度1件

○ 産総研 中国セ ンター ×近 畿大学工学部 技術 交流サ ロンin東 広 島

日 程:平 成27年9.月16日(水)

場 所:サ ンスクエ ア東 広島アザ レアホール

テーマ:環 境,高 齢者 な どに優 しい ロボ ッ ト技術

発表者:産 総研 ロボ ッ トイ ノベー シ ョン研 究セ ンター 松本 治 総括研 究主幹

近畿大学 工学部 ロボテ ィクス学科 友國 伸保 講 師

③ 大学研 究室訪問 「ニーズ/シ ーズのマ ツチ ング フオー ラム」

((公財)ひ ろ しま産 業振 興機構,東 広 島市 との共催)

1)日 時:平 成28年2月1日(月)13:00～15:00

場 所:次 世代基盤技術研 究所2階 会議室お よび研 究室 ・1108実 験 室

参加者:企 業等25名

発表 テーマ:「 金属 レーザ3次 元積層 造形 と異材接合 」

発表者:次 世代基盤技術研 究所 池庄 司 敏孝 准 教授

2)日 時:平 成28年3.月4日(金)14:00～16:00

場 所:次 世代基盤技術研 究所2階 会議室お よび研 究室

参加者:企 業等22名

発表 テーマ:「 超高感度磁気 セ ンサ を用 いた非破 壊計測応用」

発表者:電 子情報 工学科 十 日出 好 准教授
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④ 上記以外の発表会 ・展示会出展等

凡例:開 催 日/行 事名/開 催場所/主 催/参 加者/内 容

○ 平成27年5,月17日(日)/産 学連携企画/み やこめっせ/日 本機械学会ロボティ

クス・メカ トロニクス部門/黄 健 先端 ロボッ トエ学研究センター長 ・教授,柴 田 瑞

穂 講師,近 村 淳 社会連携センター長/ポ スター発表

○ 平成27年7月9日(木)/広 島県産業用ロボッ ト活用高度化研究会 総会お よび第

5回 研究会/ホ テル広島ガーデ ンパ レス/広 島県立総合技術研究所/小 谷内 範穗

教授/講 演

○ 平成27年7.月16日(木)/近 畿大学 新技術説明会/JST東 京本部別館/国 立研

究開発法人科学技術振興機構(JST),近 畿大学/山 田 康枝 教授/大 学発のライセ

ンス可能な技術を発表

○ 平成27年7月16日(木)/地 域イ ノベーション創出inひ ろしま/JMSア ステー

ルプラザ/中 国地域産学官コラボ レーション会議/京 極 秀樹 教授/講 演

○ 平成27年8.月3日(.月)・4日(火)・5日(水)/平 成27年 度中小企業支援担当

者等研修/中 小企業大学校広島校/同 校/谷 崎 隆士 サー ビス工学研究セ ンター

長 ・教授/講 義

○ 平成27年8.月7日(金)/平 成27年 度 「第1回 環境 ・エネル ギー技術事業化交流

会」/ワ ークピア広島/(公 財)ち ゅうごく産業創造セ ンター/市 川 尚紀 准教授

/講 演

○ 平成27年10月13日(火)/JST発 材料分野 ・エネルギー分野 新技術説明会/

JST東 京本部別館/国 立研究開発法人科学技術振興機構(JST)/中 田 俊司 准教

授/A-STEPか ら創出された大学シーズを発表

○ 平成27年10月14日(水)～16日(金)/2015年 秋季大会 「産学ポスターセ ッシ

ョン」/西 日本総合展示場/(公 財)自 動車技術会/樹 野 淳也 准教授/出 展

○ 平成27年10.月21日(水)～23日(金)/ひ ろしまIT総 合展2015/広 島県立広

島産業会館/同 実行委員会((一 社)広 島県情報産業協会)/藤 本 暢宏 教授,谷R

隆士 サービス工学研究センター長 ・教授/出 展

○ 平成27年11.月5日(木)/さ んさんコンソ新技術説明会/JST東 京本部別館/国

立研究開発法人科学技術振興機構(JST),中 国地域産学官連携 コンソーシアム(さ

んさんコンソ)/西 村 公伸 准教授/大 学発のライセンス可能な技術を発表

○ 平成27年11,月13日(金)/中 小企業 ・小規模事業者ものづ くり・商業 ・サービス

革新事業 事業化状況 ・知的財産等報告システム説明会/サ ンラポーむ らくも/島 根

県中小企業団体中央会/谷 崎 隆士 サー ビス工学研究センター長 ・教授/講 演

○ 平成27年11月17日(火)/大 学特許と中小企業のマ ッチングフェア2015/大 阪

ドーンセンター/(公 財)新 産業創造研究機構/樹 野 淳也 准教授/発 表

○ 平成27年11月17日(火)/東 広島市産学金官マ ッチングイベン ト2015/サ ンス

クエア東広島/東 広島市産学金官連携推進協議会/池 庄司 敏孝 准教授,柴 田 瑞穂

講師,小 川 智弘 講師,山 田 智裕 助教/展 示,松 本 慎也 准教授/発 表 ・展示
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○ 平成28年1.月27日(水)/も み じ銀行大学シーズ発信会/も みじ・銀行本店/も み

じ銀行/池 庄司 敏孝 准教授/発 表

⑤ 知 的財 産セ ミナー

○ 日 時:平 成27年9,月17日(木)16:40～18:30

場 所:次 世代基盤技術研 究所2階 会議 室

主 催:近 畿大学工学部

対 象:教 職員,大 学院生,学 生30名

演 題:知 的財産 セ ミナー

「大学職員,学 生が知 ってお きたい知的財産 の知識 」

「研究 ノー トの正 しい活用法」

講 師:山 口大学 学長 特命 補佐 大 学研 究推 進機 構

知 的財産 セ ンター長 教授 佐 田 洋一郎 氏

⑥ グ ロー バル人材育成事 業の実施

近畿大学工学部 では,グ ローバル に活躍 で きる人材 を育成す ることを 目的 に,本 学教

員 に よる平 日の講義 と,外 部 講師 による土曜 日の講義 を組み合 わせ た教育プ ログラム を

実施 してい る.

○ 講座名:国 際 工学概論(外 部講師 に よる講 義)

日 時:平 成27年12月12日(土),12,月19日(土)の2日 間

場 所:近 畿大学 工学部C館206

担 当者:教 育推進 セ ンター 高 山 智行 教授,情 報学科 片岡 隆之 准教授,

近村 淳 社会連 携セ ンター長

受講者:学 生18名

評 価:2単 位

・メーカー の国際進 出にみ るグローバル戦 略

グルー プデ ィスカ ッシ ョン:平 成27年12月12日(土)9:30～15:00

株式会社サ タケ経 営本部 経 営企 画室

社 内大学設 立プ ロジ ェク ト事務局長 相 田 健一朗 氏

・グ ローバ ル施 策 と人材育成 について

海 外勤務経験 を通 しての グローバル 人材 について

異文化 コ ミュニケーシ ョン事例:平 成27年12.月19日(土)9:30～15:00

マ ツダ株式 会社 人事室 主幹 殿 納 基靖 氏

人事室 新興 国チーム 石鍋 秀幸 氏

生産管理部 量産準備グループ マネージャー 脇 武 士 氏
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⑦ 地域連携プロジェク トへの参画

○ ひろしま医工連携 ・先進医療イノベーション拠点[広 島大学]

⑧ 地域産 学官連携組織 との連 携(産 業振興 団体 国 ・自治体等 との連携 ・協力関係 づ くり)

○ 中国地域 産学官 コラボ レーシ ョン会議 ・地域 イ ノベー シ ョン創 出2015inひ ろ しま

に出席(JMSア ステール プ ラザ)平 成27年7月16日(木)

○(公 財)ひ ろ しま産業振興機構 のモデルベー ス開発(MBD)人 材 養成研修へ講 師 を

派遣(広 島大学霞 キャンパ ス内広仁会館)平 成27年7月2日(木),9日(木)

○ 経 済産業省 主催 成長戦 略の見 える化 説 明会 のパネルデ ィスカ ッシ ョンにパネ リス

トと して野村学部長 が参加(ANAク ラウンプ ラザ ホテル広 島)平 成27年8月26

日(水)

○ 平成27年 度西部 工業技 術セ ンター研究成 果発 表会 に参加(広 島県立総合技術研 究所

西部 コニ業技術セ ンター)平 成27年11月5日(木)

○ 平成27年 度 ビジネ スマ ッチ ング くれ に参加(呉 市 きんろ うプ ラザ(ビ ュー ・ポー ト

くれ))平 成27年11A25日(水)

○ 平成28年 度JSTマ ッチ ングプ ランナ ープ ログラム 「企業 ニーズ解 決試験」説 明会

の開催(次 世代基盤技術研 究所2階 会議 室)平 成27年12月3日(木)

○ 広 島 リサー チ コンプ レックス推進協議 会準備会 に参加(ホ テル グラン ヴィア広 島)

平成27年12.月22日(火)

○ 広 島イ ノベー シ ョンフォー ラム2016に 参加(ホ テル グラン ヴィア広島)平 成28年

2月18日(木)

OJSTマ ッチ ングプ ランナー による 「企 業ニーズ解決試験 」個別相 談会の実施(次 世

代基盤 技術研究所2階 ミーテ ィ ングルーム)平 成28年2.月24日(水)

〇 六次 産業化 「み は らの森づ く り事業」運営委員会 に出席(三 原商工会議所)平 成28

年1.月15日(金),2.月26日(金)

○ 広 島県産業用 ロボ ッ ト活用 高度化研究会 臨時総会お よび第6回 研 究会 に参加(ホ テ

ルセ ンチ ュ リー21)平 成28年3月17日(木)

○ ものづ く り日本一検討会 に参加(福 山市 ものづ く り交流館)平 成28年3.月18日(金)

○ 中国地域 産学官連携 コン ソー シア ム(さ ん さん コンソ)に 参加(平 成20年 度 か ら)

[産学連 携,DB化,発 表]

○ 広 島大学産学官連携推進研 究協力会 に参加(平 成25年 度 か ら)[産 学連携,発 表]

○ ひろ しま産業振興機構 「カーテ クノロジー革新研 究会」 に参加(平 成27年 度 か ら)

[産学連 携,発 表]

⑨ 共 同研 究 特許 出顧 技 術相 談 実績

共 同研 究(寄 附,受 託,共 同)59件,科 研 費25件,特 許 出願3件 ・登録5件,商 標 登

録2件,技 術相 談35件(報 告分 のみ)
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